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第
四
条
中
「
第
三
十
四
条
」
を
「
第
三
十
四
条
第
二
項
」
に
、
「
飼
育
者
」
を
「
飼
養
者
」
に
改
め

、
同
条
第
一
号
及
び
第
二
号
中
「
あ
つ
て
は
」
を
「
あ
っ
て
は
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
あ
つ
て

は
」
を
「
あ
っ
て
は
」
に
、
「
家
畜
授
精
卵
移
植
成
績
報
告
書
」
を
「
家
畜
受
精
卵
移
植
成
績
報
告
書

」
に
改
め
る
。

　

様
式
第
一
号
中
「家

畜
人
工
授
精

（又
は
家
畜
人
工
授
精
及
び
家
畜
受
精
卵
移
植

）講
習
会

」
を
「

家
畜
人
工
授
精

（家
畜
人
工
授
精
及
び
家
畜
体
内
受
精
卵
移
植
・
家
畜
人
工
授
精
並
び
に
家
畜
体
内
受

精
卵
移
植
及
び
家
畜
体
外
受
精
卵
移
植

）に
関
す
る
講
習
会

」
に
改
め
、
「
（日

本
工
業
規
格
Ｂ
５

）

」
を
削
る
。

　

様
式
第
二
号
の
備
考
６
中
「よ

つ
て

」
を
「よ

っ
て

」
に
改
め
、
同
様
式
中
「
（日

本
工
業
規
格
Ｂ

５

）
」
を
削
る
。

　

様
式
第
三
号
の
備
考
２
中
「あ

つ
た

」
を
「あ

っ
た

」
に
改
め
、
同
様
式
中
「
（日

本
工
業
規
格
Ｂ

５

）
」
を
削
る
。

　

様
式
第
四
号
の
備
考
５
中
「よ

つ
て

」
を
「よ

っ
て

」
に
改
め
、
同
様
式
中
「
（日

本
工
業
規
格
Ｂ

５

）
」
を
削
る
。

　

様
式
第
五
号
の
備
考
５
中
「よ

つ
て

」
を
「よ

っ
て

」
に
改
め
、
同
様
式
中
「
（日

本
工
業
規
格
Ｂ

５
）
」
を
削
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎

　

福
岡
県
総
合
計
画
審
議
会
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
制
定
し
、
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
七
年
六
月
九
日

福
岡
県
知
事　
　

小　

川　
　

洋　
　

　
　
　
　
規
　
　
　
則
（
第
四
十
一
号

・

第
四
十
二
号
）

○
福
岡
県
家
畜
改
良
増
殖
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

（
畜　

産　

課
）…

…
…
…
…

一

○
福
岡
県
総
合
計
画
審
議
会
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

（
総
合
政
策
課
）…

…
…
…
…

一

　
　
　
　
再
　
　
　
掲

○
福
岡
県
立
自
然
公
園
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

（
自
然
環
境
課
）…

…
…
…
…

二

○
福
岡
県
環
境
保
全
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

（
自
然
環
境
課
）…

…
…
…
…

三

○
福
岡
県
自
然
海
浜
保
全
地
区
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

（
自
然
環
境
課
）…

…
…
…
…

三

　
　
　
　
正
　
　
　
誤

○
福
岡
県
企
業
局
会
計
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
（
平
成
二
十
七
年
四
月
七

　

日
福
岡
県
公
報
第
三
千
六
百
八
十
三
号
増
刊
①
）
中
正
誤 

（
企　

業　

局
）…

…
…
…
…

四

　

福
岡
県
家
畜
改
良
増
殖
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
制
定
し
、
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
七
年
六
月
九
日

福
岡
県
知
事　
　

小　

川　
　

洋　
　

福
岡
県
規
則
第
四
十
一
号

　
　
　

福
岡
県
家
畜
改
良
増
殖
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

福
岡
県
家
畜
改
良
増
殖
法
施
行
細
則
（
昭
和
二
十
五
年
福
岡
県
規
則
第
百
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

　

第
三
条
中
「
第
二
十
七
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
七
条
」
に
改
め
、
同
条
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め

　
　
　

福
岡
県
立
自
然
公
園
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

福
岡
県
立
自
然
公
園
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
福
岡
県
規
則
第
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

　

第
十
七
条
第
七
号
中
「
海
岸
保
全
施
設
」
の
下
に
「
（
堤
防
又
は
胸
壁
に
あ
つ
て
は
、
当
該
施
設
と

一
体
的
に
設
置
さ
れ
た
樹
林
を
除
く
。
）
」
を
加
え
、
同
条
第
八
号
の
二
中
「
掲
げ
る
施
設
（
」
の
下

に
「
同
号
イ
に
掲
げ
る
施
設
に
つ
い
て
は
駐
車
場
及
び
ヘ
リ
ポ
ー
ト
を
除
き
、
」
を
加
え
、
「
、
公
共

施
設
用
地
」
を
「
公
共
施
設
用
地
」
に
改
め
、
同
条
第
十
八
号
の
十
二
中
「
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の

適
正
化
に
関
す
る
法
律
」
を
「
自
然
公
園
の
区
域
の
う
ち
鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正

化
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
、
同
条
第
十
八
号
の
十
三
中
「
環
境
の
保
全
の
た
め
の
意
欲
の
増
進
及
び

環
境
教
育
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
を
「
環
境
教
育
等
に
よ
る
環
境
保
全
の
取
組
の
促
進
に
関
す
る
法

律
」
に
改
め
、
同
条
第
二
十
五
号
の
五
中
「
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
」
を
「

鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
、
「
環
境
大
臣
若
し
く
は
」

を
削
り
、
同
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

二
十
五
の
五
の
二　

自
然
公
園
に
お
い
て
鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る

法
律
第
十
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
県
が
実
施
す
る
指
定
管
理
鳥
獣
捕
獲
等
事
業
又
は
同

条
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
県
か
ら
委
託
を
受
け
た
指
定
管
理
鳥
獣
捕
獲
等
事
業
と
し
て
鳥
獣
を
捕

獲
し
、
又
は
殺
傷
す
る
こ
と
。

二
十
五
の
五
の
三　

自
然
公
園
に
お
い
て
鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る

法
律
第
十
四
条
の
二
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
国
の
機
関
が
実
施
す
る
指
定
管
理
鳥
獣
捕
獲
等
事
業

又
は
同
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
国
の
機
関
か
ら
委
託
を
受
け
た
指
定
管
理
鳥
獣
捕
獲
等
事
業
と

し
て
鳥
獣
を
捕
獲
し
、
又
は
殺
傷
す
る
こ
と
。

　

第
十
七
条
第
二
十
五
号
の
六
中
「
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
」
を
「
鳥
獣
の

保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
、
同
条
第
二
十
五
号
の
十
一
中
「
並

び
に
」
を
削
り
、
同
号
を
同
条
第
二
十
五
号
の
十
三
と
し
、
同
条
中
第
二
十
五
号
の
十
を
第
二
十
五
号

の
十
一
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二
十
五
の
十
二　

特
定
外
来
生
物
に
よ
る
生
態
系
等
に
係
る
被
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
第
三
章
の

規
定
に
よ
る
防
除
を
目
的
と
す
る
生
殖
を
不
能
に
さ
れ
た
特
定
外
来
生
物
の
放
出
等
を
す
る
こ
と

。

　

第
十
七
条
第
二
十
五
号
の
九
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

福
岡
県
規
則
第
四
十
二
号

　
　
　

福
岡
県
総
合
計
画
審
議
会
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

福
岡
県
総
合
計
画
審
議
会
規
則
（
昭
和
六
十
一
年
福
岡
県
規
則
第
四
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

　

第
九
条
を
第
十
一
条
と
し
、
第
八
条
を
第
十
条
と
し
、
第
七
条
を
第
九
条
と
し
、
第
六
条
を
第
七
条

と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

　

（
特
別
委
員
会
）

第
八
条　

審
議
会
に
、
特
別
委
員
会
を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２　

特
別
委
員
会
は
、
会
長
の
命
を
受
け
て
、
特
別
の
事
項
を
調
査
審
議
す
る
。

３　

特
別
委
員
会
は
、
特
別
委
員
を
も
っ
て
組
織
す
る
。

４　

特
別
委
員
会
に
委
員
長
を
置
き
、
特
別
委
員
の
う
ち
か
ら
互
選
す
る
。

５　

委
員
長
は
、
必
要
に
応
じ
て
会
議
を
招
集
し
、
会
務
を
総
理
す
る
。

　

第
五
条
を
第
六
条
と
し
、
第
四
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

　

（
特
別
委
員
）

第
五
条　

審
議
会
に
、
特
別
の
事
項
を
調
査
審
議
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
特
別
委
員
を
置
く
こ

と
が
で
き
る
。

２　

特
別
委
員
は
、
知
事
が
委
嘱
す
る
。

３　

特
別
委
員
は
、
当
該
特
別
の
事
項
に
関
す
る
調
査
審
議
が
終
了
し
た
と
き
は
、
解
嘱
さ
れ
る
も
の

と
す
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

福
岡
県
公
告
式
条
例
（
昭
和
二
十
五
年
福
岡
県
条
例
第
四
十
六
号
）
第
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同

条
例
第
二
条
第
二
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
掲
示
し
た
も
の
を
、
こ
こ
に
再
掲
す
る
。

　

福
岡
県
立
自
然
公
園
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
制
定
し
、
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
七
年
五
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
岡
県
知
事　
　

小　

川　
　

洋　
　

福
岡
県
規
則
第
三
十
八
号

福
岡
県
規
則
第
第
三
十
九
号

　
　
　

福
岡
県
環
境
保
全
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

福
岡
県
環
境
保
全
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
八
年
福
岡
県
規
則
第
十
七
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
十
二
条
第
一
号
ハ
⑵
中
「
海
岸
保
全
施
設
」
の
下
に
「
（
堤
防
又
は
胸
壁
に
あ
つ
て
は
、
当
該
施

設
と
一
体
的
に
設
置
さ
れ
た
樹
林
を
除
く
。
第
十
四
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
加
え
、
同
号
ハ
⑷
中

「
施
設
」
の
下
に
「
（
樹
林
帯
を
除
く
。
）
」
を
加
え
る
。

　

第
十
三
条
第
五
号
中
「
独
立
行
政
法
人
」
を
「
国
立
研
究
開
発
法
人
」
に
改
め
、
同
条
第
七
号
を
次

の
よ
う
に
改
め
る
。

　

七　

独
立
行
政
法
人
高
齢
・
障
害
・
求
職
者
雇
用
支
援
機
構

　

第
十
四
条
第
九
号
中
「
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
」
を
「
鳥
獣
の
保
護
及
び

管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
る
。

　

第
十
五
条
第
九
号
中
ハ
を
ホ
と
し
、
ロ
を
ハ
と
し
、
ハ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ニ　

特
定
外
来
生
物
に
よ
る
生
態
系
等
に
係
る
被
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
第
三
章
の
規
定
に
よ

る
防
除
を
目
的
と
す
る
生
殖
を
不
能
に
さ
れ
た
特
定
外
来
生
物
の
放
出
等
を
す
る
こ
と
。

　

第
十
五
条
第
九
号
イ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ロ　

特
定
外
来
生
物
に
よ
る
生
態
系
等
に
係
る
被
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
第
九
条
の
二
第
一
項

の
規
定
に
よ
る
主
務
大
臣
の
許
可
に
係
る
特
定
外
来
生
物
の
放
出
等
を
す
る
こ
と
。

　

第
十
五
第
十
二
号
イ
中
「
第
二
十
二
条
の
十
一
第
一
項
第
一
号
」
を
「
第
六
十
三
条
第
一
項
第
一
号

」
に
改
め
、
同
号
ト
中
「
管
理
す
る
こ
と
（
」
の
下
に
「
都
市
公
園
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
一
年
政
令

第
二
百
九
十
号
）
第
五
条
第
六
項
に
掲
げ
る
施
設
の
う
ち
、
園
内
移
動
用
施
設
で
あ
る
索
道
、
鋼
索
鉄

道
、
モ
ノ
レ
ー
ル
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
（
以
下
「
園
内
移
動
用
施
設
で
あ
る
索
道
等
」
と
い

う
。
）
及
び
」
を
、
「
工
作
物
」
の
下
に
「
（
園
内
移
動
用
施
設
で
あ
る
索
道
等
を
除
く
。
）
」
を
加

え
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎

　

福
岡
県
公
告
式
条
例
（
昭
和
二
十
五
年
福
岡
県
条
例
第
四
十
六
号
）
第
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同

条
例
第
二
条
第
二
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
掲
示
し
た
も
の
を
、
こ
こ
に
再
掲
す
る
。

二
十
五
の
十　

特
定
外
来
生
物
に
よ
る
生
態
系
等
に
係
る
被
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
第
九
条
の
二

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
主
務
大
臣
の
許
可
に
係
る
特
定
外
来
生
物
の
放
出
等
を
す
る
こ
と
。

　

第
十
七
条
第
二
十
六
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二
十
六　

都
市
公
園
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
都
市
公

園
又
は
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
四
条
第
六
項
に
規
定
す
る
都
市
計
画
施

設
で
あ
る
公
園
若
し
く
は
緑
地
を
設
置
し
、
又
は
管
理
す
る
こ
と
（
都
市
公
園
法
施
行
令
（
昭
和

三
十
一
年
政
令
第
二
百
九
十
号
）
第
五
条
第
六
項
に
掲
げ
る
施
設
の
う
ち
、
園
内
移
動
用
施
設
で

あ
る
索
道
、
鋼
索
鉄
道
、
モ
ノ
レ
ー
ル
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
（
以
下
「
園
内
移
動
用
施

設
で
あ
る
索
道
等
」
と
い
う
。
）
及
び
都
市
計
画
法
第
十
八
条
第
三
項
（
同
法
第
二
十
一
条
第
二

項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
国
土
交
通
大
臣
に
協
議
し
、
そ
の
同
意

を
得
た
都
市
計
画
に
基
づ
く
都
市
計
画
事
業
の
施
行
と
し
て
行
う
場
合
以
外
の
場
合
に
お
け
る
高

さ
が
十
三
メ
ー
ト
ル
を
超
え
、
又
は
水
平
投
影
面
積
が
千
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
工
作
物
（
園

内
移
動
用
施
設
で
あ
る
索
道
等
を
除
く
。
）
を
新
築
し
、
改
築
し
、
又
は
増
築
す
る
こ
と
（
改
築

又
は
増
築
後
に
お
い
て
、
高
さ
が
十
三
メ
ー
ト
ル
を
超
え
、
又
は
水
平
投
影
面
積
が
千
平
方
メ
ー

ト
ル
を
超
え
る
も
の
と
な
る
場
合
に
お
け
る
改
築
又
は
増
築
を
含
む
。
）
を
除
く
。)

。

　

第
十
七
条
第
二
十
七
号
の
二
中
「
通
常
行
わ
れ
る
行
為
の
た
め
に
」
を
削
る
。

　

第
十
七
条
の
四
第
一
号
中
「
定
め
る
人
数
」
の
下
に
「
又
は
船
舶
（
ろ
か
い
又
は
主
と
し
て
ろ
か
い

を
も
つ
て
運
転
す
る
舟
を
含
む
。)

の
隻
数
」
を
加
え
る
。

　

第
二
十
一
条
中
「
第
十
四
条
第
二
項
」
の
下
に
「
、
条
例
第
二
十
五
条
第
二
項
」
を
加
え
る
。

　

様
式
第
三
十
二
号
中
「
第
十
四
条
第
二
項
」
の
下
に
「
、
条
例
第
二
十
五
条
第
二
項
」
を
加
え
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎

　

福
岡
県
公
告
式
条
例
（
昭
和
二
十
五
年
福
岡
県
条
例
第
四
十
六
号
）
第
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同

条
例
第
二
条
第
二
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
掲
示
し
た
も
の
を
、
こ
こ
に
再
掲
す
る
。

　

福
岡
県
環
境
保
全
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
制
定
し
、
こ
こ
に
公
布
す

る
。

　
　

平
成
二
十
七
年
五
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
岡
県
知
事　
　

小　

川　
　

洋　
　

目
　
　
　
次

規
　
　
　
則

定
の
例
に
よ
る
場
合
を
含
む
。
）
」
に
改
め
、
同
条
第
四
号
中
「
第
十
一
条
第
三
項
」
を
「
第
十
七
条

第
三
項
」
に
、
「
、
同
条
例
第
十
三
条
第
一
項
」
を
「
及
び
同
条
例
第
二
十
七
条
第
一
項
」
に
改
め
、

「
並
び
に
自
然
公
園
法
第
六
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
協
議
及
び
通
知
」
を
削
り
、
同
条
第
五
号

中
「
第
四
十
二
条
の
二
第
二
項
」
を
「
第
五
十
二
条
の
二
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
中
第
六
号
を
削
り

、
第
七
号
を
第
六
号
と
し
、
第
八
号
を
第
七
号
と
し
、
第
九
号
を
第
八
号
と
す
る
。

　

第
七
条
第
三
号
中
「
第
九
条
」
を
「
第
九
条
第
一
項
」
に
、
「
同
法
第
十
条
」
を
「
同
条
第
二
項
」

に
改
め
る
。

　

第
八
条
第
十
九
号
中
「
第
二
条
第
四
項
」
を
「
第
二
条
第
五
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
十
号
中
「
第

七
十
二
条
第
一
項
」
を
「
第
百
十
五
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
十
一
号
中
「
第
三
十
六
条
」
を

「
第
四
十
一
条
」
に
改
め
、
同
条
第
三
十
一
号
中
「
第
五
十
七
条
第
一
項
」
を
「
第
九
十
二
条
第
一
項

」
に
改
め
、
同
条
第
四
十
三
号
中
「
第
五
十
七
条
第
一
項
」
を
「
第
九
十
二
条
第
一
項
」
に
、
「
第
六

十
九
条
第
一
項
」
を
「
第
百
九
条
第
一
項
」
に
、
「
第
七
十
条
第
一
項
」
を
「
第
百
十
条
第
一
項
」
に

改
め
、
同
条
第
四
十
四
号
中
「
第
三
十
四
条
第
一
項
」
を
「
第
三
十
七
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

福
岡
県
自
然
海
浜
保
全
地
区
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
制
定
し
、
こ
こ
に
公
布
す

る
。

　
　

平
成
二
十
七
年
五
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
岡
県
知
事　
　

小　

川　
　

洋　
　

福
岡
県
規
則
第
四
十
号

　
　
　

福
岡
県
自
然
海
浜
保
全
地
区
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

福
岡
県
自
然
海
浜
保
全
地
区
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
五
年
福
岡
県
規
則
第
五
十
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
五
条
中
「
日
本
道
路
公
団
」
を
「
西
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
」
に
改
め
る
。

　

第
六
条
第
一
号
中
「
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
」
を
「
鳥
獣
の
保
護
及
び
管

理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
第
十
三
条
第
三
項
、
第
十
四

条
第
三
項
又
は
第
二
十
四
条
第
三
項
」
を
「
第
二
十
条
第
三
項
、
第
二
十
一
条
第
三
項
又
は
第
二
十
二

条
第
三
項
」
に
、
「
第
二
十
六
条
第
一
項
」
を
「
第
三
十
三
条
第
一
項
」
に
、
「
、
同
法
第
五
十
六
条

第
一
項
」
を
「
並
び
に
同
法
第
六
十
八
条
第
一
項
」
に
、
「
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
」
を
「

同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
（
同
法
第
七
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
同
法
第
六
十
八
条
の
規

種　
　
　

類

規　
　
　

格

乳
用
種
雄
牛

家
畜
改
良
増
殖
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
農
林
省
令
第
九
十
六
号
）

第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
等
級
の
二
級
以
上
の
も
の

肉
用
種
雄
牛

同　
　

右

種　

雄　

豚

一
般
社
団
法
人
日
本
養
豚
協
会
の
種
豚
登
録
規
程
に
よ
る
登
録
を
受
け
た

も
の
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る
。

　

第
四
条
中
「
第
三
十
四
条
」
を
「
第
三
十
四
条
第
二
項
」
に
、
「
飼
育
者
」
を
「
飼
養
者
」
に
改
め

、
同
条
第
一
号
及
び
第
二
号
中
「
あ
つ
て
は
」
を
「
あ
っ
て
は
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
あ
つ
て

は
」
を
「
あ
っ
て
は
」
に
、
「
家
畜
授
精
卵
移
植
成
績
報
告
書
」
を
「
家
畜
受
精
卵
移
植
成
績
報
告
書

」
に
改
め
る
。

　

様
式
第
一
号
中
「家

畜
人
工
授
精

（又
は
家
畜
人
工
授
精
及
び
家
畜
受
精
卵
移
植

）講
習
会

」
を
「

家
畜
人
工
授
精

（家
畜
人
工
授
精
及
び
家
畜
体
内
受
精
卵
移
植
・
家
畜
人
工
授
精
並
び
に
家
畜
体
内
受

精
卵
移
植
及
び
家
畜
体
外
受
精
卵
移
植

）に
関
す
る
講
習
会

」
に
改
め
、
「
（日

本
工
業
規
格
Ｂ
５

）

」
を
削
る
。

　

様
式
第
二
号
の
備
考
６
中
「よ

つ
て

」
を
「よ

っ
て

」
に
改
め
、
同
様
式
中
「
（日

本
工
業
規
格
Ｂ

５

）
」
を
削
る
。

　

様
式
第
三
号
の
備
考
２
中
「あ

つ
た

」
を
「あ

っ
た

」
に
改
め
、
同
様
式
中
「
（日

本
工
業
規
格
Ｂ

５

）
」
を
削
る
。

　

様
式
第
四
号
の
備
考
５
中
「よ

つ
て

」
を
「よ

っ
て

」
に
改
め
、
同
様
式
中
「
（日

本
工
業
規
格
Ｂ

５

）
」
を
削
る
。

　

様
式
第
五
号
の
備
考
５
中
「よ

つ
て

」
を
「よ

っ
て

」
に
改
め
、
同
様
式
中
「
（日

本
工
業
規
格
Ｂ

５

）
」
を
削
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎

　

福
岡
県
総
合
計
画
審
議
会
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
制
定
し
、
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
七
年
六
月
九
日

福
岡
県
知
事　
　

小　

川　
　

洋　
　

　
　
　
　
規
　
　
　
則
（
第
四
十
一
号

・

第
四
十
二
号
）

○
福
岡
県
家
畜
改
良
増
殖
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

（
畜　

産　

課
）…

…
…
…
…

一

○
福
岡
県
総
合
計
画
審
議
会
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

（
総
合
政
策
課
）…

…
…
…
…

一

　
　
　
　
再
　
　
　
掲

○
福
岡
県
立
自
然
公
園
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

（
自
然
環
境
課
）…

…
…
…
…

二

○
福
岡
県
環
境
保
全
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

（
自
然
環
境
課
）…

…
…
…
…

三

○
福
岡
県
自
然
海
浜
保
全
地
区
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

（
自
然
環
境
課
）…

…
…
…
…

三

　
　
　
　
正
　
　
　
誤

○
福
岡
県
企
業
局
会
計
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
（
平
成
二
十
七
年
四
月
七

　

日
福
岡
県
公
報
第
三
千
六
百
八
十
三
号
増
刊
①
）
中
正
誤 

（
企　

業　

局
）…

…
…
…
…

四

　

福
岡
県
家
畜
改
良
増
殖
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
制
定
し
、
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
七
年
六
月
九
日

福
岡
県
知
事　
　

小　

川　
　

洋　
　

福
岡
県
規
則
第
四
十
一
号

　
　
　

福
岡
県
家
畜
改
良
増
殖
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

福
岡
県
家
畜
改
良
増
殖
法
施
行
細
則
（
昭
和
二
十
五
年
福
岡
県
規
則
第
百
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

　

第
三
条
中
「
第
二
十
七
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
七
条
」
に
改
め
、
同
条
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め

　
　
　

福
岡
県
立
自
然
公
園
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

福
岡
県
立
自
然
公
園
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
福
岡
県
規
則
第
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

　

第
十
七
条
第
七
号
中
「
海
岸
保
全
施
設
」
の
下
に
「
（
堤
防
又
は
胸
壁
に
あ
つ
て
は
、
当
該
施
設
と

一
体
的
に
設
置
さ
れ
た
樹
林
を
除
く
。
）
」
を
加
え
、
同
条
第
八
号
の
二
中
「
掲
げ
る
施
設
（
」
の
下

に
「
同
号
イ
に
掲
げ
る
施
設
に
つ
い
て
は
駐
車
場
及
び
ヘ
リ
ポ
ー
ト
を
除
き
、
」
を
加
え
、
「
、
公
共

施
設
用
地
」
を
「
公
共
施
設
用
地
」
に
改
め
、
同
条
第
十
八
号
の
十
二
中
「
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の

適
正
化
に
関
す
る
法
律
」
を
「
自
然
公
園
の
区
域
の
う
ち
鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正

化
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
、
同
条
第
十
八
号
の
十
三
中
「
環
境
の
保
全
の
た
め
の
意
欲
の
増
進
及
び

環
境
教
育
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
を
「
環
境
教
育
等
に
よ
る
環
境
保
全
の
取
組
の
促
進
に
関
す
る
法

律
」
に
改
め
、
同
条
第
二
十
五
号
の
五
中
「
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
」
を
「

鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
、
「
環
境
大
臣
若
し
く
は
」

を
削
り
、
同
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

二
十
五
の
五
の
二　

自
然
公
園
に
お
い
て
鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る

法
律
第
十
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
県
が
実
施
す
る
指
定
管
理
鳥
獣
捕
獲
等
事
業
又
は
同

条
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
県
か
ら
委
託
を
受
け
た
指
定
管
理
鳥
獣
捕
獲
等
事
業
と
し
て
鳥
獣
を
捕

獲
し
、
又
は
殺
傷
す
る
こ
と
。

二
十
五
の
五
の
三　

自
然
公
園
に
お
い
て
鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る

法
律
第
十
四
条
の
二
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
国
の
機
関
が
実
施
す
る
指
定
管
理
鳥
獣
捕
獲
等
事
業

又
は
同
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
国
の
機
関
か
ら
委
託
を
受
け
た
指
定
管
理
鳥
獣
捕
獲
等
事
業
と

し
て
鳥
獣
を
捕
獲
し
、
又
は
殺
傷
す
る
こ
と
。

　

第
十
七
条
第
二
十
五
号
の
六
中
「
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
」
を
「
鳥
獣
の

保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
、
同
条
第
二
十
五
号
の
十
一
中
「
並

び
に
」
を
削
り
、
同
号
を
同
条
第
二
十
五
号
の
十
三
と
し
、
同
条
中
第
二
十
五
号
の
十
を
第
二
十
五
号

の
十
一
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二
十
五
の
十
二　

特
定
外
来
生
物
に
よ
る
生
態
系
等
に
係
る
被
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
第
三
章
の

規
定
に
よ
る
防
除
を
目
的
と
す
る
生
殖
を
不
能
に
さ
れ
た
特
定
外
来
生
物
の
放
出
等
を
す
る
こ
と

。

　

第
十
七
条
第
二
十
五
号
の
九
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

福
岡
県
規
則
第
四
十
二
号

　
　
　

福
岡
県
総
合
計
画
審
議
会
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

福
岡
県
総
合
計
画
審
議
会
規
則
（
昭
和
六
十
一
年
福
岡
県
規
則
第
四
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

　

第
九
条
を
第
十
一
条
と
し
、
第
八
条
を
第
十
条
と
し
、
第
七
条
を
第
九
条
と
し
、
第
六
条
を
第
七
条

と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

　

（
特
別
委
員
会
）

第
八
条　

審
議
会
に
、
特
別
委
員
会
を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２　

特
別
委
員
会
は
、
会
長
の
命
を
受
け
て
、
特
別
の
事
項
を
調
査
審
議
す
る
。

３　

特
別
委
員
会
は
、
特
別
委
員
を
も
っ
て
組
織
す
る
。

４　

特
別
委
員
会
に
委
員
長
を
置
き
、
特
別
委
員
の
う
ち
か
ら
互
選
す
る
。

５　

委
員
長
は
、
必
要
に
応
じ
て
会
議
を
招
集
し
、
会
務
を
総
理
す
る
。

　

第
五
条
を
第
六
条
と
し
、
第
四
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

　

（
特
別
委
員
）

第
五
条　

審
議
会
に
、
特
別
の
事
項
を
調
査
審
議
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
特
別
委
員
を
置
く
こ

と
が
で
き
る
。

２　

特
別
委
員
は
、
知
事
が
委
嘱
す
る
。

３　

特
別
委
員
は
、
当
該
特
別
の
事
項
に
関
す
る
調
査
審
議
が
終
了
し
た
と
き
は
、
解
嘱
さ
れ
る
も
の

と
す
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

福
岡
県
公
告
式
条
例
（
昭
和
二
十
五
年
福
岡
県
条
例
第
四
十
六
号
）
第
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同

条
例
第
二
条
第
二
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
掲
示
し
た
も
の
を
、
こ
こ
に
再
掲
す
る
。

　

福
岡
県
立
自
然
公
園
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
制
定
し
、
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
七
年
五
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
岡
県
知
事　
　

小　

川　
　

洋　
　

福
岡
県
規
則
第
三
十
八
号

福
岡
県
規
則
第
第
三
十
九
号

　
　
　

福
岡
県
環
境
保
全
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

福
岡
県
環
境
保
全
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
八
年
福
岡
県
規
則
第
十
七
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
十
二
条
第
一
号
ハ
⑵
中
「
海
岸
保
全
施
設
」
の
下
に
「
（
堤
防
又
は
胸
壁
に
あ
つ
て
は
、
当
該
施

設
と
一
体
的
に
設
置
さ
れ
た
樹
林
を
除
く
。
第
十
四
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
加
え
、
同
号
ハ
⑷
中

「
施
設
」
の
下
に
「
（
樹
林
帯
を
除
く
。
）
」
を
加
え
る
。

　

第
十
三
条
第
五
号
中
「
独
立
行
政
法
人
」
を
「
国
立
研
究
開
発
法
人
」
に
改
め
、
同
条
第
七
号
を
次

の
よ
う
に
改
め
る
。

　

七　

独
立
行
政
法
人
高
齢
・
障
害
・
求
職
者
雇
用
支
援
機
構

　

第
十
四
条
第
九
号
中
「
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
」
を
「
鳥
獣
の
保
護
及
び

管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
る
。

　

第
十
五
条
第
九
号
中
ハ
を
ホ
と
し
、
ロ
を
ハ
と
し
、
ハ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ニ　

特
定
外
来
生
物
に
よ
る
生
態
系
等
に
係
る
被
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
第
三
章
の
規
定
に
よ

る
防
除
を
目
的
と
す
る
生
殖
を
不
能
に
さ
れ
た
特
定
外
来
生
物
の
放
出
等
を
す
る
こ
と
。

　

第
十
五
条
第
九
号
イ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ロ　

特
定
外
来
生
物
に
よ
る
生
態
系
等
に
係
る
被
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
第
九
条
の
二
第
一
項

の
規
定
に
よ
る
主
務
大
臣
の
許
可
に
係
る
特
定
外
来
生
物
の
放
出
等
を
す
る
こ
と
。

　

第
十
五
第
十
二
号
イ
中
「
第
二
十
二
条
の
十
一
第
一
項
第
一
号
」
を
「
第
六
十
三
条
第
一
項
第
一
号

」
に
改
め
、
同
号
ト
中
「
管
理
す
る
こ
と
（
」
の
下
に
「
都
市
公
園
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
一
年
政
令

第
二
百
九
十
号
）
第
五
条
第
六
項
に
掲
げ
る
施
設
の
う
ち
、
園
内
移
動
用
施
設
で
あ
る
索
道
、
鋼
索
鉄

道
、
モ
ノ
レ
ー
ル
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
（
以
下
「
園
内
移
動
用
施
設
で
あ
る
索
道
等
」
と
い

う
。
）
及
び
」
を
、
「
工
作
物
」
の
下
に
「
（
園
内
移
動
用
施
設
で
あ
る
索
道
等
を
除
く
。
）
」
を
加

え
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎

　

福
岡
県
公
告
式
条
例
（
昭
和
二
十
五
年
福
岡
県
条
例
第
四
十
六
号
）
第
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同

条
例
第
二
条
第
二
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
掲
示
し
た
も
の
を
、
こ
こ
に
再
掲
す
る
。

二
十
五
の
十　

特
定
外
来
生
物
に
よ
る
生
態
系
等
に
係
る
被
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
第
九
条
の
二

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
主
務
大
臣
の
許
可
に
係
る
特
定
外
来
生
物
の
放
出
等
を
す
る
こ
と
。

　

第
十
七
条
第
二
十
六
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二
十
六　

都
市
公
園
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
都
市
公

園
又
は
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
四
条
第
六
項
に
規
定
す
る
都
市
計
画
施

設
で
あ
る
公
園
若
し
く
は
緑
地
を
設
置
し
、
又
は
管
理
す
る
こ
と
（
都
市
公
園
法
施
行
令
（
昭
和

三
十
一
年
政
令
第
二
百
九
十
号
）
第
五
条
第
六
項
に
掲
げ
る
施
設
の
う
ち
、
園
内
移
動
用
施
設
で

あ
る
索
道
、
鋼
索
鉄
道
、
モ
ノ
レ
ー
ル
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
（
以
下
「
園
内
移
動
用
施

設
で
あ
る
索
道
等
」
と
い
う
。
）
及
び
都
市
計
画
法
第
十
八
条
第
三
項
（
同
法
第
二
十
一
条
第
二

項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
国
土
交
通
大
臣
に
協
議
し
、
そ
の
同
意

を
得
た
都
市
計
画
に
基
づ
く
都
市
計
画
事
業
の
施
行
と
し
て
行
う
場
合
以
外
の
場
合
に
お
け
る
高

さ
が
十
三
メ
ー
ト
ル
を
超
え
、
又
は
水
平
投
影
面
積
が
千
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
工
作
物
（
園

内
移
動
用
施
設
で
あ
る
索
道
等
を
除
く
。
）
を
新
築
し
、
改
築
し
、
又
は
増
築
す
る
こ
と
（
改
築

又
は
増
築
後
に
お
い
て
、
高
さ
が
十
三
メ
ー
ト
ル
を
超
え
、
又
は
水
平
投
影
面
積
が
千
平
方
メ
ー

ト
ル
を
超
え
る
も
の
と
な
る
場
合
に
お
け
る
改
築
又
は
増
築
を
含
む
。
）
を
除
く
。)

。

　

第
十
七
条
第
二
十
七
号
の
二
中
「
通
常
行
わ
れ
る
行
為
の
た
め
に
」
を
削
る
。

　

第
十
七
条
の
四
第
一
号
中
「
定
め
る
人
数
」
の
下
に
「
又
は
船
舶
（
ろ
か
い
又
は
主
と
し
て
ろ
か
い

を
も
つ
て
運
転
す
る
舟
を
含
む
。)

の
隻
数
」
を
加
え
る
。

　

第
二
十
一
条
中
「
第
十
四
条
第
二
項
」
の
下
に
「
、
条
例
第
二
十
五
条
第
二
項
」
を
加
え
る
。

　

様
式
第
三
十
二
号
中
「
第
十
四
条
第
二
項
」
の
下
に
「
、
条
例
第
二
十
五
条
第
二
項
」
を
加
え
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎

　

福
岡
県
公
告
式
条
例
（
昭
和
二
十
五
年
福
岡
県
条
例
第
四
十
六
号
）
第
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同

条
例
第
二
条
第
二
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
掲
示
し
た
も
の
を
、
こ
こ
に
再
掲
す
る
。

　

福
岡
県
環
境
保
全
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
制
定
し
、
こ
こ
に
公
布
す

る
。

　
　

平
成
二
十
七
年
五
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
岡
県
知
事　
　

小　

川　
　

洋　
　

再
　
　
　
掲

定
の
例
に
よ
る
場
合
を
含
む
。
）
」
に
改
め
、
同
条
第
四
号
中
「
第
十
一
条
第
三
項
」
を
「
第
十
七
条

第
三
項
」
に
、
「
、
同
条
例
第
十
三
条
第
一
項
」
を
「
及
び
同
条
例
第
二
十
七
条
第
一
項
」
に
改
め
、

「
並
び
に
自
然
公
園
法
第
六
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
協
議
及
び
通
知
」
を
削
り
、
同
条
第
五
号

中
「
第
四
十
二
条
の
二
第
二
項
」
を
「
第
五
十
二
条
の
二
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
中
第
六
号
を
削
り

、
第
七
号
を
第
六
号
と
し
、
第
八
号
を
第
七
号
と
し
、
第
九
号
を
第
八
号
と
す
る
。

　

第
七
条
第
三
号
中
「
第
九
条
」
を
「
第
九
条
第
一
項
」
に
、
「
同
法
第
十
条
」
を
「
同
条
第
二
項
」

に
改
め
る
。

　

第
八
条
第
十
九
号
中
「
第
二
条
第
四
項
」
を
「
第
二
条
第
五
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
十
号
中
「
第

七
十
二
条
第
一
項
」
を
「
第
百
十
五
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
十
一
号
中
「
第
三
十
六
条
」
を

「
第
四
十
一
条
」
に
改
め
、
同
条
第
三
十
一
号
中
「
第
五
十
七
条
第
一
項
」
を
「
第
九
十
二
条
第
一
項

」
に
改
め
、
同
条
第
四
十
三
号
中
「
第
五
十
七
条
第
一
項
」
を
「
第
九
十
二
条
第
一
項
」
に
、
「
第
六

十
九
条
第
一
項
」
を
「
第
百
九
条
第
一
項
」
に
、
「
第
七
十
条
第
一
項
」
を
「
第
百
十
条
第
一
項
」
に

改
め
、
同
条
第
四
十
四
号
中
「
第
三
十
四
条
第
一
項
」
を
「
第
三
十
七
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

福
岡
県
自
然
海
浜
保
全
地
区
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
制
定
し
、
こ
こ
に
公
布
す

る
。

　
　

平
成
二
十
七
年
五
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
岡
県
知
事　
　

小　

川　
　

洋　
　

福
岡
県
規
則
第
四
十
号

　
　
　

福
岡
県
自
然
海
浜
保
全
地
区
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

福
岡
県
自
然
海
浜
保
全
地
区
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
五
年
福
岡
県
規
則
第
五
十
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
五
条
中
「
日
本
道
路
公
団
」
を
「
西
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
」
に
改
め
る
。

　

第
六
条
第
一
号
中
「
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
」
を
「
鳥
獣
の
保
護
及
び
管

理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
第
十
三
条
第
三
項
、
第
十
四

条
第
三
項
又
は
第
二
十
四
条
第
三
項
」
を
「
第
二
十
条
第
三
項
、
第
二
十
一
条
第
三
項
又
は
第
二
十
二

条
第
三
項
」
に
、
「
第
二
十
六
条
第
一
項
」
を
「
第
三
十
三
条
第
一
項
」
に
、
「
、
同
法
第
五
十
六
条

第
一
項
」
を
「
並
び
に
同
法
第
六
十
八
条
第
一
項
」
に
、
「
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
」
を
「

同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
（
同
法
第
七
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
同
法
第
六
十
八
条
の
規
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る
。

　

第
四
条
中
「
第
三
十
四
条
」
を
「
第
三
十
四
条
第
二
項
」
に
、
「
飼
育
者
」
を
「
飼
養
者
」
に
改
め

、
同
条
第
一
号
及
び
第
二
号
中
「
あ
つ
て
は
」
を
「
あ
っ
て
は
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
あ
つ
て

は
」
を
「
あ
っ
て
は
」
に
、
「
家
畜
授
精
卵
移
植
成
績
報
告
書
」
を
「
家
畜
受
精
卵
移
植
成
績
報
告
書

」
に
改
め
る
。

　

様
式
第
一
号
中
「家

畜
人
工
授
精

（又
は
家
畜
人
工
授
精
及
び
家
畜
受
精
卵
移
植

）講
習
会

」
を
「

家
畜
人
工
授
精

（家
畜
人
工
授
精
及
び
家
畜
体
内
受
精
卵
移
植
・
家
畜
人
工
授
精
並
び
に
家
畜
体
内
受

精
卵
移
植
及
び
家
畜
体
外
受
精
卵
移
植

）に
関
す
る
講
習
会

」
に
改
め
、
「
（日

本
工
業
規
格
Ｂ
５

）

」
を
削
る
。

　

様
式
第
二
号
の
備
考
６
中
「よ

つ
て

」
を
「よ

っ
て

」
に
改
め
、
同
様
式
中
「
（日

本
工
業
規
格
Ｂ

５

）
」
を
削
る
。

　

様
式
第
三
号
の
備
考
２
中
「あ

つ
た

」
を
「あ

っ
た

」
に
改
め
、
同
様
式
中
「
（日

本
工
業
規
格
Ｂ

５

）
」
を
削
る
。

　

様
式
第
四
号
の
備
考
５
中
「よ

つ
て

」
を
「よ

っ
て

」
に
改
め
、
同
様
式
中
「
（日

本
工
業
規
格
Ｂ

５

）
」
を
削
る
。

　

様
式
第
五
号
の
備
考
５
中
「よ

つ
て

」
を
「よ

っ
て

」
に
改
め
、
同
様
式
中
「
（日

本
工
業
規
格
Ｂ

５

）
」
を
削
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎

　

福
岡
県
総
合
計
画
審
議
会
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
制
定
し
、
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
七
年
六
月
九
日

福
岡
県
知
事　
　

小　

川　
　

洋　
　

　
　
　
　
規
　
　
　
則
（
第
四
十
一
号

・

第
四
十
二
号
）

○
福
岡
県
家
畜
改
良
増
殖
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

（
畜　

産　

課
）…

…
…
…
…

一

○
福
岡
県
総
合
計
画
審
議
会
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

（
総
合
政
策
課
）…

…
…
…
…

一

　
　
　
　
再
　
　
　
掲

○
福
岡
県
立
自
然
公
園
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

（
自
然
環
境
課
）…

…
…
…
…

二

○
福
岡
県
環
境
保
全
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

（
自
然
環
境
課
）…

…
…
…
…

三

○
福
岡
県
自
然
海
浜
保
全
地
区
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

（
自
然
環
境
課
）…

…
…
…
…

三

　
　
　
　
正
　
　
　
誤

○
福
岡
県
企
業
局
会
計
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
（
平
成
二
十
七
年
四
月
七

　

日
福
岡
県
公
報
第
三
千
六
百
八
十
三
号
増
刊
①
）
中
正
誤 

（
企　

業　

局
）…

…
…
…
…

四

　

福
岡
県
家
畜
改
良
増
殖
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
制
定
し
、
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
七
年
六
月
九
日

福
岡
県
知
事　
　

小　

川　
　

洋　
　

福
岡
県
規
則
第
四
十
一
号

　
　
　

福
岡
県
家
畜
改
良
増
殖
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

福
岡
県
家
畜
改
良
増
殖
法
施
行
細
則
（
昭
和
二
十
五
年
福
岡
県
規
則
第
百
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

　

第
三
条
中
「
第
二
十
七
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
七
条
」
に
改
め
、
同
条
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め

　
　
　

福
岡
県
立
自
然
公
園
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

福
岡
県
立
自
然
公
園
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
福
岡
県
規
則
第
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

　

第
十
七
条
第
七
号
中
「
海
岸
保
全
施
設
」
の
下
に
「
（
堤
防
又
は
胸
壁
に
あ
つ
て
は
、
当
該
施
設
と

一
体
的
に
設
置
さ
れ
た
樹
林
を
除
く
。
）
」
を
加
え
、
同
条
第
八
号
の
二
中
「
掲
げ
る
施
設
（
」
の
下

に
「
同
号
イ
に
掲
げ
る
施
設
に
つ
い
て
は
駐
車
場
及
び
ヘ
リ
ポ
ー
ト
を
除
き
、
」
を
加
え
、
「
、
公
共

施
設
用
地
」
を
「
公
共
施
設
用
地
」
に
改
め
、
同
条
第
十
八
号
の
十
二
中
「
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の

適
正
化
に
関
す
る
法
律
」
を
「
自
然
公
園
の
区
域
の
う
ち
鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正

化
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
、
同
条
第
十
八
号
の
十
三
中
「
環
境
の
保
全
の
た
め
の
意
欲
の
増
進
及
び

環
境
教
育
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
を
「
環
境
教
育
等
に
よ
る
環
境
保
全
の
取
組
の
促
進
に
関
す
る
法

律
」
に
改
め
、
同
条
第
二
十
五
号
の
五
中
「
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
」
を
「

鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
、
「
環
境
大
臣
若
し
く
は
」

を
削
り
、
同
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

二
十
五
の
五
の
二　

自
然
公
園
に
お
い
て
鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る

法
律
第
十
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
県
が
実
施
す
る
指
定
管
理
鳥
獣
捕
獲
等
事
業
又
は
同

条
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
県
か
ら
委
託
を
受
け
た
指
定
管
理
鳥
獣
捕
獲
等
事
業
と
し
て
鳥
獣
を
捕

獲
し
、
又
は
殺
傷
す
る
こ
と
。

二
十
五
の
五
の
三　

自
然
公
園
に
お
い
て
鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る

法
律
第
十
四
条
の
二
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
国
の
機
関
が
実
施
す
る
指
定
管
理
鳥
獣
捕
獲
等
事
業

又
は
同
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
国
の
機
関
か
ら
委
託
を
受
け
た
指
定
管
理
鳥
獣
捕
獲
等
事
業
と

し
て
鳥
獣
を
捕
獲
し
、
又
は
殺
傷
す
る
こ
と
。

　

第
十
七
条
第
二
十
五
号
の
六
中
「
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
」
を
「
鳥
獣
の

保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
、
同
条
第
二
十
五
号
の
十
一
中
「
並

び
に
」
を
削
り
、
同
号
を
同
条
第
二
十
五
号
の
十
三
と
し
、
同
条
中
第
二
十
五
号
の
十
を
第
二
十
五
号

の
十
一
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二
十
五
の
十
二　

特
定
外
来
生
物
に
よ
る
生
態
系
等
に
係
る
被
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
第
三
章
の

規
定
に
よ
る
防
除
を
目
的
と
す
る
生
殖
を
不
能
に
さ
れ
た
特
定
外
来
生
物
の
放
出
等
を
す
る
こ
と

。

　

第
十
七
条
第
二
十
五
号
の
九
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

福
岡
県
規
則
第
四
十
二
号

　
　
　

福
岡
県
総
合
計
画
審
議
会
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

福
岡
県
総
合
計
画
審
議
会
規
則
（
昭
和
六
十
一
年
福
岡
県
規
則
第
四
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

　

第
九
条
を
第
十
一
条
と
し
、
第
八
条
を
第
十
条
と
し
、
第
七
条
を
第
九
条
と
し
、
第
六
条
を
第
七
条

と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

　

（
特
別
委
員
会
）

第
八
条　

審
議
会
に
、
特
別
委
員
会
を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２　

特
別
委
員
会
は
、
会
長
の
命
を
受
け
て
、
特
別
の
事
項
を
調
査
審
議
す
る
。

３　

特
別
委
員
会
は
、
特
別
委
員
を
も
っ
て
組
織
す
る
。

４　

特
別
委
員
会
に
委
員
長
を
置
き
、
特
別
委
員
の
う
ち
か
ら
互
選
す
る
。

５　

委
員
長
は
、
必
要
に
応
じ
て
会
議
を
招
集
し
、
会
務
を
総
理
す
る
。

　

第
五
条
を
第
六
条
と
し
、
第
四
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

　

（
特
別
委
員
）

第
五
条　

審
議
会
に
、
特
別
の
事
項
を
調
査
審
議
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
特
別
委
員
を
置
く
こ

と
が
で
き
る
。

２　

特
別
委
員
は
、
知
事
が
委
嘱
す
る
。

３　

特
別
委
員
は
、
当
該
特
別
の
事
項
に
関
す
る
調
査
審
議
が
終
了
し
た
と
き
は
、
解
嘱
さ
れ
る
も
の

と
す
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

福
岡
県
公
告
式
条
例
（
昭
和
二
十
五
年
福
岡
県
条
例
第
四
十
六
号
）
第
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同

条
例
第
二
条
第
二
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
掲
示
し
た
も
の
を
、
こ
こ
に
再
掲
す
る
。

　

福
岡
県
立
自
然
公
園
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
制
定
し
、
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
七
年
五
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
岡
県
知
事　
　

小　

川　
　

洋　
　

福
岡
県
規
則
第
三
十
八
号

福
岡
県
規
則
第
第
三
十
九
号

　
　
　

福
岡
県
環
境
保
全
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

福
岡
県
環
境
保
全
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
八
年
福
岡
県
規
則
第
十
七
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
十
二
条
第
一
号
ハ
⑵
中
「
海
岸
保
全
施
設
」
の
下
に
「
（
堤
防
又
は
胸
壁
に
あ
つ
て
は
、
当
該
施

設
と
一
体
的
に
設
置
さ
れ
た
樹
林
を
除
く
。
第
十
四
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
加
え
、
同
号
ハ
⑷
中

「
施
設
」
の
下
に
「
（
樹
林
帯
を
除
く
。
）
」
を
加
え
る
。

　

第
十
三
条
第
五
号
中
「
独
立
行
政
法
人
」
を
「
国
立
研
究
開
発
法
人
」
に
改
め
、
同
条
第
七
号
を
次

の
よ
う
に
改
め
る
。

　

七　

独
立
行
政
法
人
高
齢
・
障
害
・
求
職
者
雇
用
支
援
機
構

　

第
十
四
条
第
九
号
中
「
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
」
を
「
鳥
獣
の
保
護
及
び

管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
る
。

　

第
十
五
条
第
九
号
中
ハ
を
ホ
と
し
、
ロ
を
ハ
と
し
、
ハ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ニ　

特
定
外
来
生
物
に
よ
る
生
態
系
等
に
係
る
被
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
第
三
章
の
規
定
に
よ

る
防
除
を
目
的
と
す
る
生
殖
を
不
能
に
さ
れ
た
特
定
外
来
生
物
の
放
出
等
を
す
る
こ
と
。

　

第
十
五
条
第
九
号
イ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ロ　

特
定
外
来
生
物
に
よ
る
生
態
系
等
に
係
る
被
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
第
九
条
の
二
第
一
項

の
規
定
に
よ
る
主
務
大
臣
の
許
可
に
係
る
特
定
外
来
生
物
の
放
出
等
を
す
る
こ
と
。

　

第
十
五
第
十
二
号
イ
中
「
第
二
十
二
条
の
十
一
第
一
項
第
一
号
」
を
「
第
六
十
三
条
第
一
項
第
一
号

」
に
改
め
、
同
号
ト
中
「
管
理
す
る
こ
と
（
」
の
下
に
「
都
市
公
園
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
一
年
政
令

第
二
百
九
十
号
）
第
五
条
第
六
項
に
掲
げ
る
施
設
の
う
ち
、
園
内
移
動
用
施
設
で
あ
る
索
道
、
鋼
索
鉄

道
、
モ
ノ
レ
ー
ル
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
（
以
下
「
園
内
移
動
用
施
設
で
あ
る
索
道
等
」
と
い

う
。
）
及
び
」
を
、
「
工
作
物
」
の
下
に
「
（
園
内
移
動
用
施
設
で
あ
る
索
道
等
を
除
く
。
）
」
を
加

え
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎

　

福
岡
県
公
告
式
条
例
（
昭
和
二
十
五
年
福
岡
県
条
例
第
四
十
六
号
）
第
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同

条
例
第
二
条
第
二
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
掲
示
し
た
も
の
を
、
こ
こ
に
再
掲
す
る
。

二
十
五
の
十　

特
定
外
来
生
物
に
よ
る
生
態
系
等
に
係
る
被
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
第
九
条
の
二

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
主
務
大
臣
の
許
可
に
係
る
特
定
外
来
生
物
の
放
出
等
を
す
る
こ
と
。

　

第
十
七
条
第
二
十
六
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二
十
六　

都
市
公
園
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
都
市
公

園
又
は
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
四
条
第
六
項
に
規
定
す
る
都
市
計
画
施

設
で
あ
る
公
園
若
し
く
は
緑
地
を
設
置
し
、
又
は
管
理
す
る
こ
と
（
都
市
公
園
法
施
行
令
（
昭
和

三
十
一
年
政
令
第
二
百
九
十
号
）
第
五
条
第
六
項
に
掲
げ
る
施
設
の
う
ち
、
園
内
移
動
用
施
設
で

あ
る
索
道
、
鋼
索
鉄
道
、
モ
ノ
レ
ー
ル
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
（
以
下
「
園
内
移
動
用
施

設
で
あ
る
索
道
等
」
と
い
う
。
）
及
び
都
市
計
画
法
第
十
八
条
第
三
項
（
同
法
第
二
十
一
条
第
二

項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
国
土
交
通
大
臣
に
協
議
し
、
そ
の
同
意

を
得
た
都
市
計
画
に
基
づ
く
都
市
計
画
事
業
の
施
行
と
し
て
行
う
場
合
以
外
の
場
合
に
お
け
る
高

さ
が
十
三
メ
ー
ト
ル
を
超
え
、
又
は
水
平
投
影
面
積
が
千
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
工
作
物
（
園

内
移
動
用
施
設
で
あ
る
索
道
等
を
除
く
。
）
を
新
築
し
、
改
築
し
、
又
は
増
築
す
る
こ
と
（
改
築

又
は
増
築
後
に
お
い
て
、
高
さ
が
十
三
メ
ー
ト
ル
を
超
え
、
又
は
水
平
投
影
面
積
が
千
平
方
メ
ー

ト
ル
を
超
え
る
も
の
と
な
る
場
合
に
お
け
る
改
築
又
は
増
築
を
含
む
。
）
を
除
く
。)

。

　

第
十
七
条
第
二
十
七
号
の
二
中
「
通
常
行
わ
れ
る
行
為
の
た
め
に
」
を
削
る
。

　

第
十
七
条
の
四
第
一
号
中
「
定
め
る
人
数
」
の
下
に
「
又
は
船
舶
（
ろ
か
い
又
は
主
と
し
て
ろ
か
い

を
も
つ
て
運
転
す
る
舟
を
含
む
。)

の
隻
数
」
を
加
え
る
。

　

第
二
十
一
条
中
「
第
十
四
条
第
二
項
」
の
下
に
「
、
条
例
第
二
十
五
条
第
二
項
」
を
加
え
る
。

　

様
式
第
三
十
二
号
中
「
第
十
四
条
第
二
項
」
の
下
に
「
、
条
例
第
二
十
五
条
第
二
項
」
を
加
え
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎

　

福
岡
県
公
告
式
条
例
（
昭
和
二
十
五
年
福
岡
県
条
例
第
四
十
六
号
）
第
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同

条
例
第
二
条
第
二
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
掲
示
し
た
も
の
を
、
こ
こ
に
再
掲
す
る
。

　

福
岡
県
環
境
保
全
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
制
定
し
、
こ
こ
に
公
布
す

る
。

　
　

平
成
二
十
七
年
五
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
岡
県
知
事　
　

小　

川　
　

洋　
　

定
の
例
に
よ
る
場
合
を
含
む
。
）
」
に
改
め
、
同
条
第
四
号
中
「
第
十
一
条
第
三
項
」
を
「
第
十
七
条

第
三
項
」
に
、
「
、
同
条
例
第
十
三
条
第
一
項
」
を
「
及
び
同
条
例
第
二
十
七
条
第
一
項
」
に
改
め
、

「
並
び
に
自
然
公
園
法
第
六
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
協
議
及
び
通
知
」
を
削
り
、
同
条
第
五
号

中
「
第
四
十
二
条
の
二
第
二
項
」
を
「
第
五
十
二
条
の
二
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
中
第
六
号
を
削
り

、
第
七
号
を
第
六
号
と
し
、
第
八
号
を
第
七
号
と
し
、
第
九
号
を
第
八
号
と
す
る
。

　

第
七
条
第
三
号
中
「
第
九
条
」
を
「
第
九
条
第
一
項
」
に
、
「
同
法
第
十
条
」
を
「
同
条
第
二
項
」

に
改
め
る
。

　

第
八
条
第
十
九
号
中
「
第
二
条
第
四
項
」
を
「
第
二
条
第
五
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
十
号
中
「
第

七
十
二
条
第
一
項
」
を
「
第
百
十
五
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
十
一
号
中
「
第
三
十
六
条
」
を

「
第
四
十
一
条
」
に
改
め
、
同
条
第
三
十
一
号
中
「
第
五
十
七
条
第
一
項
」
を
「
第
九
十
二
条
第
一
項

」
に
改
め
、
同
条
第
四
十
三
号
中
「
第
五
十
七
条
第
一
項
」
を
「
第
九
十
二
条
第
一
項
」
に
、
「
第
六

十
九
条
第
一
項
」
を
「
第
百
九
条
第
一
項
」
に
、
「
第
七
十
条
第
一
項
」
を
「
第
百
十
条
第
一
項
」
に

改
め
、
同
条
第
四
十
四
号
中
「
第
三
十
四
条
第
一
項
」
を
「
第
三
十
七
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

福
岡
県
自
然
海
浜
保
全
地
区
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
制
定
し
、
こ
こ
に
公
布
す

る
。

　
　

平
成
二
十
七
年
五
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
岡
県
知
事　
　

小　

川　
　

洋　
　

福
岡
県
規
則
第
四
十
号

　
　
　

福
岡
県
自
然
海
浜
保
全
地
区
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

福
岡
県
自
然
海
浜
保
全
地
区
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
五
年
福
岡
県
規
則
第
五
十
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
五
条
中
「
日
本
道
路
公
団
」
を
「
西
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
」
に
改
め
る
。

　

第
六
条
第
一
号
中
「
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
」
を
「
鳥
獣
の
保
護
及
び
管

理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
第
十
三
条
第
三
項
、
第
十
四

条
第
三
項
又
は
第
二
十
四
条
第
三
項
」
を
「
第
二
十
条
第
三
項
、
第
二
十
一
条
第
三
項
又
は
第
二
十
二

条
第
三
項
」
に
、
「
第
二
十
六
条
第
一
項
」
を
「
第
三
十
三
条
第
一
項
」
に
、
「
、
同
法
第
五
十
六
条

第
一
項
」
を
「
並
び
に
同
法
第
六
十
八
条
第
一
項
」
に
、
「
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
」
を
「

同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
（
同
法
第
七
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
同
法
第
六
十
八
条
の
規
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る
。

　

第
四
条
中
「
第
三
十
四
条
」
を
「
第
三
十
四
条
第
二
項
」
に
、
「
飼
育
者
」
を
「
飼
養
者
」
に
改
め

、
同
条
第
一
号
及
び
第
二
号
中
「
あ
つ
て
は
」
を
「
あ
っ
て
は
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
あ
つ
て

は
」
を
「
あ
っ
て
は
」
に
、
「
家
畜
授
精
卵
移
植
成
績
報
告
書
」
を
「
家
畜
受
精
卵
移
植
成
績
報
告
書

」
に
改
め
る
。

　

様
式
第
一
号
中
「家

畜
人
工
授
精

（又
は
家
畜
人
工
授
精
及
び
家
畜
受
精
卵
移
植

）講
習
会

」
を
「

家
畜
人
工
授
精

（家
畜
人
工
授
精
及
び
家
畜
体
内
受
精
卵
移
植
・
家
畜
人
工
授
精
並
び
に
家
畜
体
内
受

精
卵
移
植
及
び
家
畜
体
外
受
精
卵
移
植

）に
関
す
る
講
習
会

」
に
改
め
、
「
（日

本
工
業
規
格
Ｂ
５

）

」
を
削
る
。

　

様
式
第
二
号
の
備
考
６
中
「よ

つ
て

」
を
「よ

っ
て

」
に
改
め
、
同
様
式
中
「
（日

本
工
業
規
格
Ｂ

５

）
」
を
削
る
。

　

様
式
第
三
号
の
備
考
２
中
「あ

つ
た

」
を
「あ

っ
た

」
に
改
め
、
同
様
式
中
「
（日

本
工
業
規
格
Ｂ

５

）
」
を
削
る
。

　

様
式
第
四
号
の
備
考
５
中
「よ

つ
て

」
を
「よ

っ
て

」
に
改
め
、
同
様
式
中
「
（日

本
工
業
規
格
Ｂ

５

）
」
を
削
る
。

　

様
式
第
五
号
の
備
考
５
中
「よ

つ
て

」
を
「よ

っ
て

」
に
改
め
、
同
様
式
中
「
（日

本
工
業
規
格
Ｂ

５

）
」
を
削
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎

　

福
岡
県
総
合
計
画
審
議
会
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
制
定
し
、
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
七
年
六
月
九
日

福
岡
県
知
事　
　

小　

川　
　

洋　
　

　
　
　
　
規
　
　
　
則
（
第
四
十
一
号

・

第
四
十
二
号
）

○
福
岡
県
家
畜
改
良
増
殖
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

（
畜　

産　

課
）…

…
…
…
…

一

○
福
岡
県
総
合
計
画
審
議
会
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

（
総
合
政
策
課
）…

…
…
…
…

一

　
　
　
　
再
　
　
　
掲

○
福
岡
県
立
自
然
公
園
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

（
自
然
環
境
課
）…

…
…
…
…

二

○
福
岡
県
環
境
保
全
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

（
自
然
環
境
課
）…

…
…
…
…

三

○
福
岡
県
自
然
海
浜
保
全
地
区
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

（
自
然
環
境
課
）…

…
…
…
…

三

　
　
　
　
正
　
　
　
誤

○
福
岡
県
企
業
局
会
計
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
（
平
成
二
十
七
年
四
月
七

　

日
福
岡
県
公
報
第
三
千
六
百
八
十
三
号
増
刊
①
）
中
正
誤 

（
企　

業　

局
）…

…
…
…
…

四

　

福
岡
県
家
畜
改
良
増
殖
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
制
定
し
、
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
七
年
六
月
九
日

福
岡
県
知
事　
　

小　

川　
　

洋　
　

福
岡
県
規
則
第
四
十
一
号

　
　
　

福
岡
県
家
畜
改
良
増
殖
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

福
岡
県
家
畜
改
良
増
殖
法
施
行
細
則
（
昭
和
二
十
五
年
福
岡
県
規
則
第
百
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

　

第
三
条
中
「
第
二
十
七
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
七
条
」
に
改
め
、
同
条
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め

　
　
　

福
岡
県
立
自
然
公
園
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

福
岡
県
立
自
然
公
園
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
福
岡
県
規
則
第
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

　

第
十
七
条
第
七
号
中
「
海
岸
保
全
施
設
」
の
下
に
「
（
堤
防
又
は
胸
壁
に
あ
つ
て
は
、
当
該
施
設
と

一
体
的
に
設
置
さ
れ
た
樹
林
を
除
く
。
）
」
を
加
え
、
同
条
第
八
号
の
二
中
「
掲
げ
る
施
設
（
」
の
下

に
「
同
号
イ
に
掲
げ
る
施
設
に
つ
い
て
は
駐
車
場
及
び
ヘ
リ
ポ
ー
ト
を
除
き
、
」
を
加
え
、
「
、
公
共

施
設
用
地
」
を
「
公
共
施
設
用
地
」
に
改
め
、
同
条
第
十
八
号
の
十
二
中
「
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の

適
正
化
に
関
す
る
法
律
」
を
「
自
然
公
園
の
区
域
の
う
ち
鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正

化
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
、
同
条
第
十
八
号
の
十
三
中
「
環
境
の
保
全
の
た
め
の
意
欲
の
増
進
及
び

環
境
教
育
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
を
「
環
境
教
育
等
に
よ
る
環
境
保
全
の
取
組
の
促
進
に
関
す
る
法

律
」
に
改
め
、
同
条
第
二
十
五
号
の
五
中
「
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
」
を
「

鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
、
「
環
境
大
臣
若
し
く
は
」

を
削
り
、
同
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

二
十
五
の
五
の
二　

自
然
公
園
に
お
い
て
鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る

法
律
第
十
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
県
が
実
施
す
る
指
定
管
理
鳥
獣
捕
獲
等
事
業
又
は
同

条
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
県
か
ら
委
託
を
受
け
た
指
定
管
理
鳥
獣
捕
獲
等
事
業
と
し
て
鳥
獣
を
捕

獲
し
、
又
は
殺
傷
す
る
こ
と
。

二
十
五
の
五
の
三　

自
然
公
園
に
お
い
て
鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る

法
律
第
十
四
条
の
二
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
国
の
機
関
が
実
施
す
る
指
定
管
理
鳥
獣
捕
獲
等
事
業

又
は
同
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
国
の
機
関
か
ら
委
託
を
受
け
た
指
定
管
理
鳥
獣
捕
獲
等
事
業
と

し
て
鳥
獣
を
捕
獲
し
、
又
は
殺
傷
す
る
こ
と
。

　

第
十
七
条
第
二
十
五
号
の
六
中
「
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
」
を
「
鳥
獣
の

保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
、
同
条
第
二
十
五
号
の
十
一
中
「
並

び
に
」
を
削
り
、
同
号
を
同
条
第
二
十
五
号
の
十
三
と
し
、
同
条
中
第
二
十
五
号
の
十
を
第
二
十
五
号

の
十
一
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二
十
五
の
十
二　

特
定
外
来
生
物
に
よ
る
生
態
系
等
に
係
る
被
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
第
三
章
の

規
定
に
よ
る
防
除
を
目
的
と
す
る
生
殖
を
不
能
に
さ
れ
た
特
定
外
来
生
物
の
放
出
等
を
す
る
こ
と

。

　

第
十
七
条
第
二
十
五
号
の
九
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

福
岡
県
規
則
第
四
十
二
号

　
　
　

福
岡
県
総
合
計
画
審
議
会
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

福
岡
県
総
合
計
画
審
議
会
規
則
（
昭
和
六
十
一
年
福
岡
県
規
則
第
四
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

　

第
九
条
を
第
十
一
条
と
し
、
第
八
条
を
第
十
条
と
し
、
第
七
条
を
第
九
条
と
し
、
第
六
条
を
第
七
条

と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

　

（
特
別
委
員
会
）

第
八
条　

審
議
会
に
、
特
別
委
員
会
を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２　

特
別
委
員
会
は
、
会
長
の
命
を
受
け
て
、
特
別
の
事
項
を
調
査
審
議
す
る
。

３　

特
別
委
員
会
は
、
特
別
委
員
を
も
っ
て
組
織
す
る
。

４　

特
別
委
員
会
に
委
員
長
を
置
き
、
特
別
委
員
の
う
ち
か
ら
互
選
す
る
。

５　

委
員
長
は
、
必
要
に
応
じ
て
会
議
を
招
集
し
、
会
務
を
総
理
す
る
。

　

第
五
条
を
第
六
条
と
し
、
第
四
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

　

（
特
別
委
員
）

第
五
条　

審
議
会
に
、
特
別
の
事
項
を
調
査
審
議
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
特
別
委
員
を
置
く
こ

と
が
で
き
る
。

２　

特
別
委
員
は
、
知
事
が
委
嘱
す
る
。

３　

特
別
委
員
は
、
当
該
特
別
の
事
項
に
関
す
る
調
査
審
議
が
終
了
し
た
と
き
は
、
解
嘱
さ
れ
る
も
の

と
す
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

福
岡
県
公
告
式
条
例
（
昭
和
二
十
五
年
福
岡
県
条
例
第
四
十
六
号
）
第
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同

条
例
第
二
条
第
二
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
掲
示
し
た
も
の
を
、
こ
こ
に
再
掲
す
る
。

　

福
岡
県
立
自
然
公
園
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
制
定
し
、
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
七
年
五
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
岡
県
知
事　
　

小　

川　
　

洋　
　

福
岡
県
規
則
第
三
十
八
号

福
岡
県
規
則
第
第
三
十
九
号

　
　
　

福
岡
県
環
境
保
全
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

福
岡
県
環
境
保
全
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
八
年
福
岡
県
規
則
第
十
七
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
十
二
条
第
一
号
ハ
⑵
中
「
海
岸
保
全
施
設
」
の
下
に
「
（
堤
防
又
は
胸
壁
に
あ
つ
て
は
、
当
該
施

設
と
一
体
的
に
設
置
さ
れ
た
樹
林
を
除
く
。
第
十
四
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
加
え
、
同
号
ハ
⑷
中

「
施
設
」
の
下
に
「
（
樹
林
帯
を
除
く
。
）
」
を
加
え
る
。

　

第
十
三
条
第
五
号
中
「
独
立
行
政
法
人
」
を
「
国
立
研
究
開
発
法
人
」
に
改
め
、
同
条
第
七
号
を
次

の
よ
う
に
改
め
る
。

　

七　

独
立
行
政
法
人
高
齢
・
障
害
・
求
職
者
雇
用
支
援
機
構

　

第
十
四
条
第
九
号
中
「
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
」
を
「
鳥
獣
の
保
護
及
び

管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
る
。

　

第
十
五
条
第
九
号
中
ハ
を
ホ
と
し
、
ロ
を
ハ
と
し
、
ハ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ニ　

特
定
外
来
生
物
に
よ
る
生
態
系
等
に
係
る
被
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
第
三
章
の
規
定
に
よ

る
防
除
を
目
的
と
す
る
生
殖
を
不
能
に
さ
れ
た
特
定
外
来
生
物
の
放
出
等
を
す
る
こ
と
。

　

第
十
五
条
第
九
号
イ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ロ　

特
定
外
来
生
物
に
よ
る
生
態
系
等
に
係
る
被
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
第
九
条
の
二
第
一
項

の
規
定
に
よ
る
主
務
大
臣
の
許
可
に
係
る
特
定
外
来
生
物
の
放
出
等
を
す
る
こ
と
。

　

第
十
五
第
十
二
号
イ
中
「
第
二
十
二
条
の
十
一
第
一
項
第
一
号
」
を
「
第
六
十
三
条
第
一
項
第
一
号

」
に
改
め
、
同
号
ト
中
「
管
理
す
る
こ
と
（
」
の
下
に
「
都
市
公
園
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
一
年
政
令

第
二
百
九
十
号
）
第
五
条
第
六
項
に
掲
げ
る
施
設
の
う
ち
、
園
内
移
動
用
施
設
で
あ
る
索
道
、
鋼
索
鉄

道
、
モ
ノ
レ
ー
ル
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
（
以
下
「
園
内
移
動
用
施
設
で
あ
る
索
道
等
」
と
い

う
。
）
及
び
」
を
、
「
工
作
物
」
の
下
に
「
（
園
内
移
動
用
施
設
で
あ
る
索
道
等
を
除
く
。
）
」
を
加

え
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎

　

福
岡
県
公
告
式
条
例
（
昭
和
二
十
五
年
福
岡
県
条
例
第
四
十
六
号
）
第
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同

条
例
第
二
条
第
二
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
掲
示
し
た
も
の
を
、
こ
こ
に
再
掲
す
る
。

二
十
五
の
十　

特
定
外
来
生
物
に
よ
る
生
態
系
等
に
係
る
被
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
第
九
条
の
二

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
主
務
大
臣
の
許
可
に
係
る
特
定
外
来
生
物
の
放
出
等
を
す
る
こ
と
。

　

第
十
七
条
第
二
十
六
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二
十
六　

都
市
公
園
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
都
市
公

園
又
は
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
四
条
第
六
項
に
規
定
す
る
都
市
計
画
施

設
で
あ
る
公
園
若
し
く
は
緑
地
を
設
置
し
、
又
は
管
理
す
る
こ
と
（
都
市
公
園
法
施
行
令
（
昭
和

三
十
一
年
政
令
第
二
百
九
十
号
）
第
五
条
第
六
項
に
掲
げ
る
施
設
の
う
ち
、
園
内
移
動
用
施
設
で

あ
る
索
道
、
鋼
索
鉄
道
、
モ
ノ
レ
ー
ル
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
（
以
下
「
園
内
移
動
用
施

設
で
あ
る
索
道
等
」
と
い
う
。
）
及
び
都
市
計
画
法
第
十
八
条
第
三
項
（
同
法
第
二
十
一
条
第
二

項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
国
土
交
通
大
臣
に
協
議
し
、
そ
の
同
意

を
得
た
都
市
計
画
に
基
づ
く
都
市
計
画
事
業
の
施
行
と
し
て
行
う
場
合
以
外
の
場
合
に
お
け
る
高

さ
が
十
三
メ
ー
ト
ル
を
超
え
、
又
は
水
平
投
影
面
積
が
千
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
工
作
物
（
園

内
移
動
用
施
設
で
あ
る
索
道
等
を
除
く
。
）
を
新
築
し
、
改
築
し
、
又
は
増
築
す
る
こ
と
（
改
築

又
は
増
築
後
に
お
い
て
、
高
さ
が
十
三
メ
ー
ト
ル
を
超
え
、
又
は
水
平
投
影
面
積
が
千
平
方
メ
ー

ト
ル
を
超
え
る
も
の
と
な
る
場
合
に
お
け
る
改
築
又
は
増
築
を
含
む
。
）
を
除
く
。)

。

　

第
十
七
条
第
二
十
七
号
の
二
中
「
通
常
行
わ
れ
る
行
為
の
た
め
に
」
を
削
る
。

　

第
十
七
条
の
四
第
一
号
中
「
定
め
る
人
数
」
の
下
に
「
又
は
船
舶
（
ろ
か
い
又
は
主
と
し
て
ろ
か
い

を
も
つ
て
運
転
す
る
舟
を
含
む
。)

の
隻
数
」
を
加
え
る
。

　

第
二
十
一
条
中
「
第
十
四
条
第
二
項
」
の
下
に
「
、
条
例
第
二
十
五
条
第
二
項
」
を
加
え
る
。

　

様
式
第
三
十
二
号
中
「
第
十
四
条
第
二
項
」
の
下
に
「
、
条
例
第
二
十
五
条
第
二
項
」
を
加
え
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎

　

福
岡
県
公
告
式
条
例
（
昭
和
二
十
五
年
福
岡
県
条
例
第
四
十
六
号
）
第
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同

条
例
第
二
条
第
二
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
掲
示
し
た
も
の
を
、
こ
こ
に
再
掲
す
る
。

　

福
岡
県
環
境
保
全
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
制
定
し
、
こ
こ
に
公
布
す

る
。

　
　

平
成
二
十
七
年
五
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
岡
県
知
事　
　

小　

川　
　

洋　
　

定
の
例
に
よ
る
場
合
を
含
む
。
）
」
に
改
め
、
同
条
第
四
号
中
「
第
十
一
条
第
三
項
」
を
「
第
十
七
条

第
三
項
」
に
、
「
、
同
条
例
第
十
三
条
第
一
項
」
を
「
及
び
同
条
例
第
二
十
七
条
第
一
項
」
に
改
め
、

「
並
び
に
自
然
公
園
法
第
六
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
協
議
及
び
通
知
」
を
削
り
、
同
条
第
五
号

中
「
第
四
十
二
条
の
二
第
二
項
」
を
「
第
五
十
二
条
の
二
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
中
第
六
号
を
削
り

、
第
七
号
を
第
六
号
と
し
、
第
八
号
を
第
七
号
と
し
、
第
九
号
を
第
八
号
と
す
る
。

　

第
七
条
第
三
号
中
「
第
九
条
」
を
「
第
九
条
第
一
項
」
に
、
「
同
法
第
十
条
」
を
「
同
条
第
二
項
」

に
改
め
る
。

　

第
八
条
第
十
九
号
中
「
第
二
条
第
四
項
」
を
「
第
二
条
第
五
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
十
号
中
「
第

七
十
二
条
第
一
項
」
を
「
第
百
十
五
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
十
一
号
中
「
第
三
十
六
条
」
を

「
第
四
十
一
条
」
に
改
め
、
同
条
第
三
十
一
号
中
「
第
五
十
七
条
第
一
項
」
を
「
第
九
十
二
条
第
一
項

」
に
改
め
、
同
条
第
四
十
三
号
中
「
第
五
十
七
条
第
一
項
」
を
「
第
九
十
二
条
第
一
項
」
に
、
「
第
六

十
九
条
第
一
項
」
を
「
第
百
九
条
第
一
項
」
に
、
「
第
七
十
条
第
一
項
」
を
「
第
百
十
条
第
一
項
」
に

改
め
、
同
条
第
四
十
四
号
中
「
第
三
十
四
条
第
一
項
」
を
「
第
三
十
七
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

福
岡
県
自
然
海
浜
保
全
地
区
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
制
定
し
、
こ
こ
に
公
布
す

る
。

　
　

平
成
二
十
七
年
五
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
岡
県
知
事　
　

小　

川　
　

洋　
　

福
岡
県
規
則
第
四
十
号

　
　
　

福
岡
県
自
然
海
浜
保
全
地
区
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

福
岡
県
自
然
海
浜
保
全
地
区
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
五
年
福
岡
県
規
則
第
五
十
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
五
条
中
「
日
本
道
路
公
団
」
を
「
西
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
」
に
改
め
る
。

　

第
六
条
第
一
号
中
「
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
」
を
「
鳥
獣
の
保
護
及
び
管

理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
第
十
三
条
第
三
項
、
第
十
四

条
第
三
項
又
は
第
二
十
四
条
第
三
項
」
を
「
第
二
十
条
第
三
項
、
第
二
十
一
条
第
三
項
又
は
第
二
十
二

条
第
三
項
」
に
、
「
第
二
十
六
条
第
一
項
」
を
「
第
三
十
三
条
第
一
項
」
に
、
「
、
同
法
第
五
十
六
条

第
一
項
」
を
「
並
び
に
同
法
第
六
十
八
条
第
一
項
」
に
、
「
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
」
を
「

同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
（
同
法
第
七
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
同
法
第
六
十
八
条
の
規
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欄

行

正

誤

上

下

７

◯

発　

行

年
月
日

27
・
４
・
７

公　

報

番　

号

同
上

番
号

種　

類

企
業
局

会
計
規

程

前
か
ら

６

ペ
ー
ジ

備　

考
削
除

3683
増刊①

第
七
十
条
第
一
号
中
「
よ
つ
て
」
を
「
よ
っ
て
」
に

改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
よ
つ
て
」
を
「
よ
っ
て
」

に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
よ
つ
て
」
を
「
よ
っ
て

」
に
改
め
、
同
条
第
五
号
中
「
あ
つ
て
」
を
「
あ
っ

て
」
に
改
め
る
。


